
 日本橋川の賑わい創出に向けた検討会 設置要綱 

 

（目的） 

第１ 日本橋川周辺では、首都高日本橋区間の地下化や民間による大規模開発などまちづ

くりの動きが活発化しており、この機会を捉えて高質な水辺環境を創出していくことが

重要である。日本橋川周辺の特性を活かした水辺空間の賑わいや水辺景観の向上、水質改

善に関する検討を行うため、日本橋川の賑わい創出に向けた検討会（以下「検討会」とい

う。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２ 検討会は、次の事項について検討する。 

（１）日本橋川沿いの親水空間や景観の基本的な考え方 

（２）日本橋川沿いの今後のまちづくりに関する事項 

（３）日本橋川の河川環境改善に関する事項 

（４）第２（１）から（３）における、官民連携に関する事項 

（５）その他、検討会の目的を達成するために必要な事項 

 

（構成） 

第３ 検討会は、別紙に掲げる委員等により構成する。 

 

（座長および副座長） 

第４ 検討会には、座長と副座長を置くものとする。 

２ 座長は、検討会の議事を主宰する。 

３ 座長は、必要に応じて、委員等以外の者の出席を求めることができる。 

４ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときは、その職を代理する。 

 

（オンラインによる検討会） 

第５ 感染症のまん延防止の観点から開催場所への参集が困難と判断される場合や効率的 

な検討会の運営など、座長が必要と認める場合は、オンライン（映像と音声の送受信等に 

より相手の状態を相互に認識しながら通話することができる方法をいう。）を活用した検

討会を開催することができる。 

 

（会議） 

第６ 座長は、必要に応じて委員等を招集し、会議を主宰する。 

２ 会議は非公開とする。 

３ 本検討会の議事次第及び議事要旨は、検討会の終了後に公開し、検討結果については、

取りまとまり次第、公開する。ただし、委員長が必要と認める場合には、非公開とするこ



とができる。 

４ 座長は、必要に応じて、検討事項の内容を記載した書面を各委員等へ送付し、意見を聴

き、検討会の会議に代えることができる。 

 

（分科会） 

第７ 座長は、検討会を円滑に運営するため、必要に応じて分科会を置くことができる。 

 

（事務局） 

第８ 検討会の事務局は東京都都市整備局都市づくり政策部広域調整課及び総務部企画技

術課に置き、その事務は事務局が処理するものとする。 

 

（守秘義務） 

第９ 検討会の委員及びその他出席者は、討議により知り得た情報などについては、この検 

討会の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

２ 前項の事実については、その公表があるまでの間、検討会の委員等及びその他出席者は

その情報を開示してはならない。 

 

（その他） 

第 10 この要綱に定めるもののほか、検討会運営に必要な事項、その他必要な事項は、検討 

会で定める。 

 

附則 

この要綱は、令和６年 5 月 17 日から施行する。 
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